
宿泊業の生産性向上事例報告

事例１ 京都府 京の宿 綿善旅館
事例２ 香川県 小豆島国際ホテル
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事例集・ビデオ
報告書作成

全体スケジュール

～H28年８月 ～H28年11月 ～Ｈ29年３月

モデル事例
まとめ

（８モデル）

経営診断と
改善指導
（15日間）

http://www.shukuhaku-kaizen.com/

多くの方が参考・活用できるように
事例集（120事例）、ビデオ（７本）を
インターネットで公開
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【事例１】

京の宿 綿善旅館
（きょうのやど わたぜんりょかん）

（京都府）
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京の宿 綿善旅館 概要

・ 総室数 24室
・ 従業員数 35名

※創業187年の料理自慢の老舗
（単独経営）
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作業分析
・

作業改善

重点業務の
改善推進

生産性向上の改善指導フロー

以下の重点業務を特定

①客室係の
チェックイン準備

②全社応援態勢
（人手不足）

幹部
インタビュー

現場視察

H28年７月４日
（１日間）

重点業務の特定

H28年８月～11月
（延べ６日間）

経営課題の
把握

H28年７月５日～12日
（８日間）
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①客室係のチェックイン準備の連絡

・フロント係と客室係の業務連絡が非効率
連絡が取れずに客室係がフロントまで往復

客室係のパントリー（※）と
フロント間の往復
8往復／日 × 3分／1往復 ＝ 24分／日

計24分／日

作業分析によるムダ特定

＋体力の消耗

※ パントリー…客室の備品等を備蓄したり、軽微な作業などを行う部屋 38



①客室係とフロント係の連絡改善と効果

フロント パントリーフロント パントリー

改善前 改善後

客室係が階段で
フロントまで往復し確認

客室係が、チェックアウトした部屋を
確認するためにフロント係に電話を
しても、接客中は繋がらない為、
1階のフロントまで往復して確認

接客中

タブレット端末とLINEを導入、
フロント係が接客の合間にチェック
アウト情報を入力し、客室係とのス
ムーズな業務連絡を実現
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労働時間削減 2％（146時間／年）

①客室係とフロント係の連絡改善と効果

ＩＴ活用（端末＋ＳＮＳ導入）
による業務連絡の効率化

客室係のパントリーとフロント間の
往復時間削減
8往復／日 × 3分／1往復 ＝ 24分／日

＋体力の消耗の回避 ＋マニュアル登録

40



②全社応援態勢（人手不足）

・従業員ごとに対応可能な作業のバラつき
繁忙時間に特定社員に業務が集中

繁忙時の“洗い場係”の非稼働時間の推計
1.1時間／日

計1.1時間／日

作業分析によるムダの特定
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②全社応援態勢（人手不足）の改善（１）

従業員ごとに対応可能な業務にバラつき
繁忙時に特定の従業員に業務が集中

繁繁
閑

改善前
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②全社応援態勢（人手不足）の改善（２）

スキルマップ導入・従業員の保有スキル棚卸
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②全社応援態勢（人手不足）の改善（３）

評価レベル 判定基準

レベル１ 作業の実施に支援が必要

レベル２ 手順書を見て、一人で実施できる

レベル３ 作業を理解し、一人で実施できる

レベル４ 作業を熟知し、指導できる

スキルマップ基準
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②全社応援態勢（人手不足）の改善（４）

スキルマップを元に「一人三役化」を推進
繁忙時の相互応援態勢を構築

洗い場

フロント業務・客室業務
⇒ 指導者レベル

洗い場
⇒ 異動後、習得中

バックオフィス
応援中

改善後
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労働時間削減 14％（310時間／年）

②全社応援態勢（人手不足）の改善と効果

スキルマップによる一人三役化
繁忙時の応援体制の構築

“洗い場係”の非稼働時間の稼働化
1.1時間／日

※非稼働時はフロント業務を実施
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